


















































 では早速，以下「第 2 イザヤ」の中心となる（第 4 番目の）「主の僕の歌」の解析に
入りたい．本文としては，標準的とされる BHS のもの以外に，『イザヤ書』のテキス
トは死海文書にも伝えられているため，こちらをも勘案して提示することにしよう． 
Liber Jesaiae 52,13-15： 
13 hinnē(h) yaśkîl (<śāḵal) ̒aḇdî yārûm (<rûm) wᵉniśśā’ (<nāśā’) wᵉǥāḇah (<ǥāḇah) mᵉ’ōḏ 
（私訳）13．見よ，わが僕は栄え，高くされる．高く挙げられ，大いに高められる． 
14 ka’ăšer šāmᵉmû (<šāmēm) ̒ālāyw rabbîm,  
 kēn māšaḥaṯî (1QIsa, <māšaḥ; TM: mišḥaṯ) mē’îš mar’ēhû wᵉṯō’ărô mibbᵉnê ’āḏām 
14．多くの人々が，彼のために驚嘆する． 
 そのようにわたしは，人としての彼の姿，人の子としての容姿に油を注いだ． 
15 kēn yazze(h) (<nāzâ) gôyim rabbîm ‛ālāyw, yiqpᵉṣû mᵉlāḵîm pîhem 











 続いて，「主の僕の歌」第 4 歌のうち，前掲の部分に続く箇所について拙訳を提示し
よう． 
Liber Jesaiae 53,1-12:  





2 wayyaʽal kayyônēq lᵉꝑānāyw wᵉḵaššōreš mēʼereṣ ṣiyyâ 




3 niḇze(h) waḥăḏal ʼîšîm ʼîš maḵʼōḇôṯ wîḏûaʼ ḥōlî 




4 ʼāḵēn ḥǎlāyāyēnû hûʼ nāśāʼ ûmaḵʼōḇēynû sᵉḇālām 




彼は苦しんでいるのだと．   
5 wᵉhûʼ mᵉḥōlāl mipšāʽēnû mᵉḏukāʼ mēʽǎwōnōṯēynû 





6 kullānû kaṣṣōʼn tāʽînû ʼîš lᵉḏarkô pānînû 
 waʼăḏōnāy hiꝑgîaʽ bô ʼēṯ ʽăwōn kullānû 
6．われわれはみな，羊の群れの如くに惑い，各々異なった道に向かって行った． 
 そして主は，彼をして，われわれすべての罪の執り成しをさせた． 
7 niggaś wᵉhûʼ naʽǎnĕʼ(h) wᵉlōʼ yiꝑtaḥ-pîw 






8 mēʽōṣer ûmimmišpāṭ luqqāḥ wᵉʼeṯ-dôrô mî yᵉśôḥēaḥ 





9 wayyitēn ʼeṯ-rᵉšāʽîm qiḇrô wᵉʼeṯ-ʽāšîr bᵉmōṯāyw 
 ʽal lōʼ-ḥāmās ʽāśâ wᵉlōʼ mirmâ bᵉꝑîw 
9．そして主は彼の墓を悪しき者たちとともにし，彼の死に際して富める者を伴わせた． 
 彼は悪を行わず，彼の口には偽りがなかった． 
10 waʼăḏōnāy ḥāꝑēṣ dakkʼô heḥĕlî ʼim-tāśîm ʼāšām naꝑšô 





11 mēʽǎmal naꝑšô yirʼe(h) yiśbāʽ bᵉḏaʽtô 
  yaṣdîq ṣaddîq ʽaḇdî lārabbîm waʽǎwōnōṯām hûʼ yisbōl 
11．彼はおのれの生命の苦しみから見，知って満たされるであろう． 
 わが僕は義しき者，多くの人々を義しき者とし，彼は彼らの罪を負った．  
12 lāḵēn ʼǎḥalleq-lô ḇārabîm wᵉ’eṯ-‛ăṣûmîm yᵉḥallēq šālāl 
 taḥaṯ ’ašer he‛ĕrâ lammāweṯ naꝑšô wᵉʼeṯ-pōšᵉʽîm nimnâ 











上に引いたように，ｲｻﾞﾔ 53,10 には次のような一節がある． 
“10a  waʼăḏōnāy ḥāꝑēṣ dakkʼô heḥĕlî ʼim-tāśîm ʼāšām naꝑšô 










①燔祭 ʽōlâ （動物） ﾚｳﾞｨ 6,1-6； 「焼き尽くすいけにえ」「焼き尽くす献げ物」
「全焼納祭」τὰ ὁλοκαυτώματα． 
②素祭 minḥâ （麦） ﾚｳﾞｨ 6,7-11； 「穀物の供え物」「穀物の献げ物」「（日常の）
穀祭」ἡ θυσία．  
③罪祭 ḥaṭṭāʼṯ 罪の赦しを受けるために献げる．ﾚｳﾞｨ 6,17-23； 「浄めのいけにえ」
「贖罪の献げ物」「償罪祭」περὶ ἁμαρτίας． 
ﾚｳﾞｨ 16 に載る「贖罪日」の主たる目的は，この「罪祭」を献げることである（後述）．  
④愆祭 ʼāšām 償いの必要な罪のためにささげる．ﾚｳﾞｨ 7,1-10； 「償いのいけにえ」
「賠償の献げ物」「償過祭」ἡ πλημμέλεια．  
⑤祭司任職式での素祭（司祭の穀祭） millûʼîm ﾚｳﾞｨ 6,12-16； 「任職の献げ物」
「任職の献げ物」「叙任祭」ἡ τελείωσις．  
⑥酬恩祭 zeḇaḥ (haššᵉlāmîm) 神との交わりの食事 ﾚｳﾞｨ 7,11-21； 「会食のいけに
え」「和解の献げ物」「酬恩伴食祭」ἡ θυσία τῆς σωτηρίου． 
 これらの機会には，②⑤を除き，いけにえとして雄羊（’ayil）が用いられることが
あった．①についてはﾚｳﾞｨ 9,2，④についてはﾚｳﾞｨ 5,15 以下と 19,21 以下，⑥につい













ｳﾞｨ 5,14-19，ﾚｳﾞｨ 5,25-26，ﾚｳﾞｨ 7,1-7，ﾚｳﾞｨ 7,19；7,21 に見出す．ｲｻﾞﾔ 53,7 に載る「屠
り場に引かれる小羊」（śe(h)）も，この愆祭の際に屠られる小羊を指すものであろう．
もっとも，この「愆祭」としての償いの献げ物は J 資料，E 資料，申命記資料には知
られず，より古期のユダヤ教文献にも知られていない．したがって，過越祭の制定の
























けを得る（フランシスコ会聖書研究所 21989：51）．もっとも，ﾖﾊﾈ 1,29 での呼称は「世
の罪を取り除く」（«ὁ αἴρων τὴν ἁμαρτίαν τοῦ κόσμου»），「神の小羊」である．かくして
イエスは，洗礼者ヨハネにとって当初より「神の小羊」，つまり神によって遣わされた
小羊なのであるが，その小羊とは「世の罪」を取り除く存在である．この際，上記の


































ということのうちに愛がある」（1 ﾖﾊﾈ 4,7－10）． 
 先に引用した同書簡の第 2 章とあわせ，これら 2 か所において用いられている
ἱλασμός「贖いの献げ物」という語彙は，旧約聖書ギリシア語訳文中では，ﾚｳﾞｨ 25,9「贖
罪日」；民数 5,8「贖罪の雄羊」；ｴｾﾞｷｴﾙ 44,27「贖罪の献げ物」；2 ﾏｶﾍﾞｱ 3,33「贖いの
献げ物」などに用いられている．特に『レヴィ記』25,9 に見出される「贖いの日」＝











 「偶像に捧げられたもの（ﾚｳﾞｨ 17,8），血（ﾚｳﾞｨ 17,10），絞め殺した犠牲獣（ﾚｳﾞｨ
17,13），そして不品行（ﾚｳﾞｨ 18,6），これらを避けよ」（使徒 15,29）． 
 これはエルサレムの初代司教ヤコブ（「イエスの兄弟」で『ヤコブの書簡』の著者，
62 年に殉教；使徒 12,2 に載る，ゼベダイの子でヨハネの兄弟・44 年に殉教したヤコ
ブとは別人）による「エルサレム使徒会議」（48/49）における発言に基づく規定である
が（使徒 15,13），これは原始キリスト教共同体における共通の約束事項と理解できる．

































 さて，「贖罪日」はヘブライ語で yôm hakkippurîm であるが，この「贖いの日」に関
する規定は，『レヴィ記』16 章，すなわち「神聖法典」（ﾚｳﾞｨ 17－26）の直前の部分に
記されている．ﾚｳﾞｨ 23,27 には「第 7 の月の 10 日は贖罪日である」（他にﾚｳﾞｨ 23,28；
25,9）と記されているが，月の名は順に 1 ニサン  2 イヤル  3 シヴァン  4 
タンムズ  5 アブ  6 エルル  7 ティシュリ  8 マルシェシュヴァン 
9 キスレウ  10 テベト  11 セバト  12 アダル であり，ティシュリの
10 日が「贖罪の日」に当たる．ちなみにニサンの 15 日～21 日が「過越祭」である（吉
114 
 
見 1997）．ニサンが太陽暦では 3 月末から 4 月初めであるから，ティシュリ月の贖罪




















ついては，レヴィ記 16,3（および 16,5）に指示がある． 
 bᵉꝑar ben-bāqār lᵉḥaṭṭāʼṯ wᵉʼayil lᵉʽōlâ. 
 「牛の子の雄を罪祭に，また雄羊を燔祭に（せよ）」（ﾚｳﾞｨ 16,3）． 
 このような「罪祭」と「燔祭」の対置に関しては，このﾚｳﾞｨ 16,3 を下敷きにした『詩
篇』（40,7）からの引用が，同じ『ヘブライ書』の 10,6 に認められる．『詩篇』40,7 は
次のように記されている． 
 zeḇaḥ ûminḥâ lōʼ-ḥāꝑaṣtā ʼoznayim kārîṯā lî ʽôlâ waḥǎṭāʼâ lōʼ šāʼālᵉtā. 
 「酬恩祭や素祭をあなた（主）は喜ばない．あなたはわたしのために，両耳をよく
通じるようにした．あなた（主）は燔祭や罪祭を要求することはない」． 
 ここには，先に挙げたﾚｳﾞｨ 16,3 に載る 6 種類のいけにえのうち，⑥酬恩祭 zeḇaḥ，





























 では次にパウロ書簡（『ガラテヤ書』『第 2 コリント書』『ローマ書』）を参照してお










 “wᵉḵî-yihye(h) ḇᵉʼîš ḥēṭʼ mišpaṭ-māweṯ wᵉhûmāṯ wᵉṯālîṯā ʼōṯô ʽal-ʽēṣ. 23) lōʼ ṯālîn niḇlāṯô ʽal-
hāʽēṣ kî-qāḇôr tiqbᵉrennû bayyôm hahûʼ kî qillaṯ ̓ ĕlōhîm tālûy wᵉlōʼ e ṭammēʼ ̓ eṯ-ʼadmāṯᵉḵā ̓ ăšer 






 ここで語釈を与えておくと“qᵉlālâ”〔「呪い」〕（kî qillaṯ ̓ ĕlōhîm tālûy 中に現れる語彙）
に関して，ここに現れる qillaṯ は qᵉlālâ の連語形であり，ʼĕlōhîm と合して「神に呪わ












ャッバト・ハ・ガドール」（“ἦν γὰρ μεγάλη ἡ ἡμέρα ἐκείνου τοῦ σαββάτου”：ﾖﾊﾈ 19,31）
をはさんで，翌日曜日にイエスが復活した，ということになる．ブリンツラーらの歴
史的研究により，イエスの磔刑死の日付は，紀元後 30 年 4 月 7 日（金）であったこと















 一方『第 2 コリント書』第 5 章において，パウロは次のように述べている． 
 「神は罪を知らない者キリストを，われわれのために＜罪＞とした，それはわれわ

































彙であるが（ﾚｳﾞｨ 16,2；16,13 ほか），BDB によれば，この「贖いの座」とは，2.5 キュ










推測される．このﾚｳﾞｨ 16,2 に出る「贖いの座」は，ほかに出エジプト 25,17 以下，民
数記 7,89，歴代誌上 28,11（「贖罪所」）に現れる． 






































































（1 ﾖﾊﾈ 5,13）． 
といった箇所がある．これらにおいて「神の子の名」として意味されているのは，イ
























得た，と記されている（nᵉḥāš は nāḥāš の連語形）． 













































 ところで，本誌『古典古代学』第 10 号に載せた拙稿「小羊の過ぎ越し」（秋山 2017）
では，小羊の血の塗布を，キリストの霊の人間体内への内在化と解した．ここで少し

































































示している．このﾖﾊﾈ 7,38 の背景には，先に挙げたﾖﾊﾈ 19,34 が置かれるわけであるが，





















































































ない．同じ「第 1 ヨハネ書簡」第 2 章には，禁令の意を込めた次のような一節がある． 
 「すべて世にあるもの，肉への欲，目の欲，生の傲り，これらはいずれも父から来
るものではなく，世から来るものである．世は過ぎ去り，世の欲も過ぎ去る．だが神
の意向を行なう者は永遠に留まる（μένει）」（1 ﾖﾊﾈ 2,16-17）． 
 贖罪の献げ物自体は，神がその血を用いて民の血の贖いをすることができるように，
その具として民が献げる供え物であった．「人が献げる犠牲としては，神のものを用い
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